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1．学校関係者評価の概要と実施状況 

１） 学校関係者評価の目的、方針 

① 関係業界・職能団体、高等学校、卒業生、学生保護者、地域住民などの学校関係者が、本校

の自己評価の結果を評価することで、その妥当性を確認し、客観性・透明性を高めることを目

的とする。 

② 学校関係者評価により、本校の学校運営・教育活動における課題を明確にし、その意見を参

考に学校運営の改善を図る。 

  ③ 学校関係者評価は、本校の自己評価を基に、「専修学校における学校評価ガイドライン」、お

よび本校の学校評価実施規程に則り実施する。 

 

２） 学校関係者評価委員 

※敬称略、順不同 

３） 学校関係者評価委員会の開催 
第１回委員会   日 時：令和 4 年 9 月 21 日（水）10：00～12：00 

場 所：福岡水巻看護助産学校 １階会議室 

第 2 回委員会   日 時：令和 5 年 3 月 15 日（水）10：00～12：00 

場 所：福岡水巻看護助産学校 １階会議室 

 

４） 学校関係者評価方法 

令和 4 年度の自己評価に基づき、評価結果の妥当性を確認し、課題や改善が望まれる項目、そ

の解決の方向性について、下記のポイントに留意しながら評価を行った。 

① 自己評価の結果および内容が適切かどうか 

② 課題やその解決への方向性が適切かどうか 

③ 学校の運営改善に向けた取り組みが適切かどうか 

④ 学校の運営に関する助言 

 

 

2．学校関係者評価の内容  

    学校関係者評価、自己評価に共通して、各項目の評価は下記に示す達成度による 4 段階の 

評定基準にて実施する。 

 【評定基準】  

S ： 達成度がきわめて高い    （達成度が高い） 

A ： ほぼ達成している       （概ね達成しており、明らかな改善は要しない） 

B ： 達成がやや不十分である  （若干の改善を要する） 

C ： 達成が不十分である      （不適合がある、明らかに改善を要する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員氏名 所 属 選出区分 

牛島 美智子 福岡新水巻病院 看護部長 企業委員 

松田 貢二 社会福祉法人 水巻町社会福祉協議会 前会長 地域住民 

田中 理章 北九州市立楠橋市民センター 館長 公共団体 

高祖 順子 水巻町社会福祉協議会 事務局長 公共団体 

塩川 洋平 福岡新水巻病院 副看護師長 卒業生 
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項目Ⅰ 教育理念、教育目的・目標、人材育成像                                        

 
 総括  

     本校は、「人間愛と自己実現」という人間の根本精神を理念に掲げ、人間性豊かな人格の陶

冶と、看護師若しくは助産師となるために必要な知識及び技術を専門的に教育し、社会に貢献

する有能な人材を育成するために設立された学校である。育成する人材像は、育てたい学生

像として、助産学科、看護学科それぞれにあげ、それを到達するための教育目標を文書化し、

学生便覧、ホームページ等で公開し、学生、学校関係者、地域の人に周知している。教育目

的・育成人材像は、社会における医療、看護・看護教育の動向を踏まえ、関連団体とも連携し

ながら時代の要請に応じたものとなるよう、毎年評価し、見直しを図っている。 

 課題及び今後の改善方策  

 特になし 

 学校関係者評価委員会からの意見  

 特になし 

 

 小項目 Ⅰ－1  

教育理念・目的・目標、人材育成像は定められているか 

■自己評価： Ｓ   ■学校関係者評価：適正      

■コメント 

特になし 

 小項目 Ⅰ－2  

教育理念・目的・目標、人材育成像、特色などが、学生・保護者、関係業界（高校、病院、実習施

設など）に周知されているか 

■自己評価： Ａ      ■学校関係者評価： 適正 

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅰ－3  

教育目的・目標、人材育成像は、対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 

 

 

 

項目Ⅱ 学校運営                                   

 
 総括  

 運営方針については、社会に貢献できる看護師、助産師の養成という教育理念、教育目的

の達成に向けて、一貫した方針を掲げている。組織運営については、教育理念、目的の達成

を目指した学校運営を行うために、組織図の見直し、諸規定の改廃、会議、委員会の開催等

行い、その整備に努めている。 

情報システムについては、学事システムを導入し業務の効率化を図っている。また、共有フォ

ルダを活用し、チームでの仕事が効率よく進められ、個人のパソコンにデータを残す必要がな

くなり、セキュリティが向上している。基本的には、学生情報（個人情報等）の機密性を重視し、

セキュリティ体制を考慮したシステム構成の構築を行っている。 

 課題及び今後の改善方策  

  特になし 

 学校関係者評価委員会からの意見  

   特になし 

 

 小項目 Ⅱ－1  

教育理念・目的・目標等に沿った運営方針が策定されているか。 

■自己評価： Ｓ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅱ－2  

 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅱ－3  

情報システム化等による業務の効率化が図られているか。 

■自己評価： Ａ    ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  法人からスタッフ全員に Google アカウントが付与されている。共有ドライブやメールを活用す

ることで業務の効率化が図られている。令和 5 年度からはすべての教員に iPad を支給する。 
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項目Ⅲ 教育活動                                   

 
 総括  

教育課程編成において、教育理念から教育目的・教育目標・育てたい学生像を明文化してい

る。また、シラバスには、各授業科目の目的、到達目標、授業内容、授業計画、成績評価方法・

基準等を明らかにしている。看護学科においては、3 年間で 106 単位 3060 時間、助産学科は 1

年間で 32 単位 975 時間の教育課程を実施し、全単位取得をもって卒業時の到達としている。教

育方法については、専門基礎分野や専門分野の講義は、専任教員とともに法人グループの各

病院・施設の医師や看護師・助産師が担当している。演習においては、学内ではあるがなるべく

現場の状況を取り入れ、学生や教員が患者役を行い、看護援助の振り返りを行っている。単に

知識・技術の強化だけでなく、コミュニケーション能力や状況判断能力の強化に向けて、シミュレ

ーション教育も取り入れ、学習指導の充実を図っている。 

 授業評価からの課題は、積極的に授業に臨むことができていない科目が複数みられた。学

習課題を自ら見出すのが困難な専門基礎科目に多く見られることから、学年担当教員からも学

習支援の一環としての指導が必要であることが明確となった。 

成績評価・単位認定は学則および履修規定に則り実施している。 

 資格取得の指導体制としては卒業に向けての単位修得のための学習支援を行いながら、国

家試験対策として 1 年次から模擬試験を受けて学力の分析を行っている。また、学習支援が必

要な学生には、個別指導も行っている。さらに 3 年次の長期休暇については教員による国家試

験対策セミナーを対象学生に行っている。学内の専任教員については、業務の偏りをなくすよう

に配分するとともに、教育力の強化や、資質向上のために研修会・学会などの参加を促している。

また、資格を備えた教員を定員以上に確保し、質の良い教育を実践できるように努力している。 

 課題及び今後の改善方策  

   教材を学習者の視点を取り入れて解釈・考察し、授業展開の見地から効果的な教授方法を工 

 夫するなど教材研究に力を入れ、更に授業研究を取り入れていく 

 学校関係者評価委員会からの意見  

特になし 

 

 小項目 Ⅲ－1  

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 

 

 

 

 小項目 Ⅲ－2  

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実

施されているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅲ－3  

授業評価の実施・評価体制はあるか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

     特になし 

 小項目 Ⅲ－4  

資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅲ－5  

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など、

資質向上のための取組みが行われているか 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 

 

項目Ⅳ 学修成果                                   

 

 総括  

本校は、社会に貢献できる看護師、助産師の養成を教育理念・目的に掲げていることから、病

院をはじめとする医療機関への就職率が、学修成果を判断する１つの指標となり、100％を目指

している。今年度については、看護学科では医療機関への看護師としての就職率は 95.2％、そ

の内グループ病院への就職率は 71％であり、助産学科では医療機関への助産師としての就職

率は 100％、その内グループ病院への就職率は 6.3％であった。グループ病院は公益性の高い

医療の提供を担う医療法人であり、地域の救急医療を担っている。多くの学生がグループ病院
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に就職することにより、地域医療への貢献に繋がるため、就職率の向上を図っている。就職率の

向上に向けては、グループ病院と協力して就職説明会を開催している。先輩看護師から働くこと

について直接話を聞くことができ、就職先選択の参考とするとともに、看護師として働くことのイメ

ージ化に繋がっている。グループ病院が行っているインターンシップへの参加も呼びかけている。 

 看護師、助産師は、保健師助産師看護師法の規定により国家試験に合格し、厚生労働大臣の

免許を受けなければならない。国家試験に合格することは、社会に貢献できる第一歩であり、学

校として100％の合格率を目指している。看護学科は、令和4年度は3名不合格（合格率95.5％）、

助産学科は全員合格でした。本校の看護学科、助産学科とも全国平均を上回る結果を得ている。 

 退学率の低減については、退学に繋がるような状況がみられる場合には適宜、担当教員、教

務主任、副学校長が連携をとり対処し、必要時保護者への連絡や面接を行いカウンセリング、医

療機関受診を勧めている。また、当該年度に単位が取得できなかった学生については、再履修

の機会を設け学習支援を行っている。今年度の退学率は看護学科 1.８％（1 年生 74 名中 0 名、

2 年生 76 名中 2 名、3 年生 70 名中 2 名）、助産学科 0％であった。一昨年度は退学率が７％と

高かったが、今年度は退学状況の把握、学内での連携体制、学習支援体制の整備を行い退学

率の低減を図ることができている。 

 課題及び今後の改善方策  

      3 年間を通した国家試験対策の方法の検討が必要である。また、退学者は軽減しているが 

   カウンセリングの活用や保護者との連携を強化する。 

 学校関係者評価委員会からの意見  

今後も退学者が出ないような学習支援体制が必要である。 

 

 小項目 Ⅳ－1  

就職率の向上が図られているか。 

■自己評価： Ｓ    ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

 特になし 

 小項目 Ⅳ－2  

国家試験合格率が良好であるか 

■自己評価： Ａ    ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅳ－3  

退学率の低減が図られているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅳ－4  

学生の社会的な活動を把握しているか。 

■自己評価： Ｂ    ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

   特になし 

 

 

項目Ⅴ 学生支援                                   

 

 総括  

 自らの適性を踏まえた進路選択ができるようにグループ病院の就職説明会や個別面談を行っ

ている。 

学生相談はメンタルヘルスケアの観点からカウンセリング室を設け、専門のカンウセラーが月に

1 回対応する体制を整えている。また、教員が個別面談を行い学生との信頼関係を築くことに努

めている。学習面や生活面での相談には、クラス担当教員が対応している。 

 保護者へは、年 1～2 回の保護者会を行い、学習状況や臨地実習、教科外活動に関してなど

説明している。学習や心理面で支援が必要な学生の保護者に関しては、随時、電話で状況を伝

え、必要時は保護者面談を行っている。 

 高校・高等専修学校等との連携は高校訪問などを行い、進路教育に関する情報提供は行って

いる。進路相談など依頼に応じて協力体制をとっている。今年度は医療系に進学を希望する学

生が少なく、高校からの進路相談に関する依頼が少なかった。 

 修学支援体制として奨学金などの案内、説明は十分に行なっている。 

 課題及び今後の改善方策  

   特になし 

 学校関係者評価委員会からの意見  

   特になし 

 

 小項目 Ⅴ－1  

進路・就職に関する支援体制は整備されているか。 

■自己評価： Ｓ    ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

   特になし 

 小項目 Ⅴ－2  

学生相談に関する体制は整備されているか。 
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■自己評価： Ｓ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

   特になし 

 小項目 Ⅴ－3  

保護者と適切に連携しているか。 

■自己評価： Ｓ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

   特になし 

 小項目 Ⅴ－4  

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組みが行われているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

   特になし 

 小項目 Ⅴ－5  

修学支援体制が整っているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

   高等教育支援制度の対象校のため、受験生へ積極的に紹介している 

 

 

項目Ⅵ 教育環境                                   

 
 総括  

施設・設備・教育用具に関しては、法令に則り整備するとともに、教育目的の達成を目指し、知

識・技術の両面から実践力を育てる環境となるよう充実に努めている。また図書室や講堂、視聴

覚室は、卒業生やグループ職員が利用できるように便宜を図っている。学生が快適な学校生活

を送れるように施設・設備を整えている。 

 臨地実習は教育目的達成に向けての重要な科目であり、学修成果の向上を目指して実習環

境を整えなければならない。本校、看護学科の基礎看護学、成人看護学、老年看護学、統合看

護学実習はグループの病院で行うことができている。実習施設は、実習指導者の配置をはじめ

看護基準の作成・活用、看護職員の継続教育の実施、看護用具の整備等実習施設としての条

件を具備することが必要であり、この点を踏まえて各実習施設との調整を行い、より良い実習環

境の確保に努めている。また、グループ病院（福岡新水巻病院）との連携で、実習指導者の研修

会を開催している。今年度は 40 名弱の看護職員の参加があった。 

 防災計画、消防計画、マニュアル整備については、消防計画を作成し、消防署へ届出を行い、

防火対策のマニュアルについても作成し運用している。 

防災・安全管理については、規定整備や消防訓練等も定期的に行うなど必要な対応を実施して

いる。 

 課題及び今後の改善方策  

 特になし 

 学校関係者評価委員会からの意見  

特になし 

 

 小項目 Ⅵ－1  

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

     特になし 

 小項目 Ⅵ－2  

学内外の実習施設等について十分な教育体制を整備しているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅵ－3  

防災に対する体制は整備されているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし。 

 

 

項目Ⅶ 学生募集                                   

 
 総括  

学生募集活動については、将来看護師、助産師としての職業選択に直接結び付く教育機関で

あることから、学生募集に際しても、職業としての看護師、助産師について、その職務内容につ

いて説明を行うことに努めている。特に看護大学との違いや実習などの特徴を説明している。募

集活動については、入学希望者へ公平に情報提供ができるよう心掛けており、ホームページか

らも情報が取得できるよう工夫している。毎年高等学校や地区別で実施される進学説明会に参

加し進学相談に対応している。コロナの影響で開催数が少なく 2 ヶ所、延べ 20 名程度に説明を

行った。高校訪問は5月～6月の期間に61校訪問し、情報提供を行った。オープンキャンパスで
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は、オンライン説明、学校見学、チルタイム、模擬授業、看護学生体験など日程を設定している。

看護学科は 8回、助産学科は 2回開催した。 

 課題及び今後の改善方策  

 特になし 

 学校関係者評価委員会からの意見  

 特になし 

 

 小項目 Ⅶ－1  

高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取組みを行っているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

 特になし 

 小項目 Ⅶ－2  

学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報は正確に伝えられているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 

 

項目Ⅷ 財務                                   

 
 総括  

本校の運営にあたっては、関係する法令を遵守し、種々の規定されている届出について、定

められた事項を毎年報告している。さらに学校運営にあたっては学則、履修規定、健康管理規定

等を作成している。これらの諸規定については、必要時改正を行い、教職員は日々の運営にお

いて遵守するよう努め、学生にも関係する規定を遵守するよう徹底を図っている。学校運営に関

する規定は、平成 28 年度から教育課程編成委員会規定等の規定見直しを実施し、職業専門実

践課程認定維持のために「教育課程編成委員会」規定を作成し運用している。 

 個人情報保護に関しては、個人情報保護方針に基づき対応を行っている。個人情報は文書お

よび電子データで活用されるが、基本的には文書管理規定に基づき運用し、必要に応じて見直

し、改正している。また、学生への指導・周知については、特に臨地実習においては、患者の個

人情報を扱うことから、その取り扱い方法を遵守するように指導している。個人情報保護に関す

る誓約書については、実習開始前に各実習施設に提出している。 

 課題及び今後の改善方策  

 特になし 

 学校関係者評価委員会からの意見  

特になし 

 

 小項目 Ⅷ－1  

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅷ－2  

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅷ－3  

財務について会計監査が適正に行われているか。 

■自己評価： Ａ    ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 

 

項目Ⅸ 法令等の遵守                                   

 
 総括  

学校施設・設備等はグループ施設の使用について、積極的に行っている。グループ病院の新

入生研修やラダー研修などに使用された。近隣の中学校より「命」に関する講義を依頼され、助

産学科より講師を 1名派遣した。看護学科では福岡県専任教員養成講習会の指導を行い、教育

実習の学生を受け入れ、副学校長、教務主任、担当の専任教員が関わっている。 

 コロナの影響や天候不良により、通学路である水巻駅から学校周辺までの清掃活動は 1 回し

か行えていない。 

  本校はボランティア活動を推奨しているが、学生の活動状況を把握できていない。今後の課題で

ある。 

 課題及び今後の改善方策  

   特になし 

 学校関係者評価委員会からの意見  

特になし 



２０２2 年度学校関係者評価報告書 福岡水巻看護助産学校   

 

 小項目 Ⅸ－1  

法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 小項目 Ⅸ－2  

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。 

■自己評価： Ａ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

   特になし 

 

 

  項目Ⅹ 社会貢献・地域貢献                                   

 
 総括  

地域交流、ボランティア活動、フィールドワーク等の実施や学校施設を開放し職員研修、研究

発表会、健康教室開催、育児支援講習会等に利用していただいているが、今年度はコロナ禍の

ため、活動の中止等もあり利用機会が少なかった。 

 課題及び今後の改善方策  

地域の健康教育に繋がる公開講座や地域への講師の派遣など地域社会へ積極的に貢献で 

きる機会を増やしていく。今後も地域のニーズや特徴の把握に努力する必要がある。 

 学校関係者評価委員会からの意見  

関連病院や最寄り駅などに、広報を兼ねて花のプランターを置くなど工夫してみてはどうか 

 

 小項目 Ⅹ－1  

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか。 

■自己評価： Ｂ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  コロナ禍のため、地域の清掃活動など活動機会が少なかった。 

 小項目 Ⅹ－2  

学生のボランティア活動を奨励しているか。 

■自己評価： Ｂ     ■学校関係者評価： 適正  

■コメント 

  特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


